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１．研究計画の概要

本研究は、人間集団の根幹を成す「社会規

範」の問題を中心に、(1)人の認知・感情特性の

仕組みを適応的な視点から検討し、(2)領域全

体のテーマである実験社会科学の確立に向け

て、その堅固な基盤となり得る人間モデルを提

供することを目的とする。近年、人間の社会行動

に関する研究は、社会科学内での検討に留まら

ず、行動生態学・進化生物学・神経科学を初め

とする、ヒトを対象とした自然科学領域との間に、

急速な学問的連携を作りつつある。本研究は、

社会規範の形成と維持、互恵性を支えるメカニ

ズムなど、社会科学の根本を成す問題群に、ゲ

ーム理論を軸とする数理モデルと行動・生理実

験を組み合わせることでアプローチし、規範に

代表される社会秩序や、集団行動を支えている

認知・感情特性群の働きを明らかにしていく。

２．研究の進捗状況
本研究の目的は、大きく分けて、(1)規範を

支える感情・認知システムの構成を明らかに
すること、及び、(2)“一般互酬性”や“一般
交換”と呼ばれる人間集団に見られる幅広い
協力関係の成立基盤を明らかにすることに
ある。

(1)の規範を支える感情・認知システムの構
成については、社会経済的地位（SES）の違
いを含む「異なる生態学的環境」に置かれた
個人が、規範からの逸脱にどのように反応し
維持行動に動機づけられるのか、感情反応と
生理学的反応を中心に検討を進めている。ま
た、表情模倣と呼ばれる「共感」の基盤を成
す現象についても、社会生態学的文脈や規範

維持行動との関連から検討が進んでいる。さ
らに、個人の規範からの逸脱を未然に防ぐ認
知的特性として「規範の過大視」傾向（サン
クションを受ける確率を実際よりも多く見
積もること）に注目し、規範の維持における
“2 次のジレンマ問題”との関係について実
験的な検討を進めている。

(2)の“一般互酬性・一般交換”の成立基盤
については、進化ゲームモデルや進化シミュ
レーションを中心とした理論的検討が展開
されている。単なる二者関係を越えた幅広い
協力関係（一般交換）が集団で成立するため
にはどのようなメカニズムが必要になるの
か、評判や罰などのシステム、集団ルールの
設定や集団意思決定などの社会的仕組み、内
－外集団を区別する心理、異なるゲームを連
結させるメカニズム、空間的分布などの生態
学的構造などの要因に注目した検討が進ん
でいる。その一例として、移民社会などに見
られる互助組織である「講集団」の成立基盤
について、数理生物学者と人類学者が領域の
差を超えて協力しつつ、理論的な検討を行っ
ている。
３．現在までの達成度

①当初の計画以上に進展している。
（理由）

本研究からはいくつもの注目すべき理論
的知見が得られており、これらは、心理学全
体のトップジャーナルである Psychological
Review や、生態人類学のトップジャーナル
である Current Anthropology、数理生物学の
ト ッ プ ジ ャ ー ナ ル で あ る Journal of
Theoretical Biology に、公刊（あるいは公刊
決定）されている。また、研究代表者が XXIX
International Congress of Psychology（2008,
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Berlin）の Invited Address において本研究
の成果を披露したことに加え、Center for
Advanced Study in the Behavioral Sciences
(CASBS) at Stanford University のレジデン
シャル・フェローとして、本研究に関連する
一連のワークショップを行った。このように、
本研究は国際的に第一線の研究成果を生み
出していると共に、国際シーンでの学術的イ
ンパクトも非常に大きい。

４．今後の研究の推進方策
先に述べた2つの基軸に沿った研究をさら

に展開する。
(1)については、規範・感情・認知システ

ムと社会生態学的環境の関わりを探る概念
軸として、「分配正義における平等原理への
志向性」に注目した理論的・実験的検討を展
開する。同時に、分配規範を生み出す装置と
しての集団意思決定の役割を検討する。これ
らの問題については、実験経済学や人類学を
中心にここ2年ほどの間に急速に関心が高ま
りつつあり、本研究は、心理学者・経済学者・
人類学者・脳科学者が連携することで、国際
的に第一線の知見を生み出すことを目指す。

(2)については、過去 3 年間で明らかにな
った理論的知見をさらに洗練すると共に、心
理学実験を中心とする実証に重点を置く。数
理生物学者、社会心理学者、人類学者のこれ
までの協力に、社会学者、経済学者などを加
えていくことで知見の洗練を目指す。

上記の展開においては、異分野に属するエ
キスパート間での、実験を共通軸とする共同
研究が必須であり、そのためのワークショッ
プなどを活発に開催する。

５. 代表的な研究成果
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